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1.はじめに

感染症発生動向調査事業に係わる病原体検

査は、感染症法において病原体の動向を短期

的及び中長期的に把握することを主眼として

いる。当事業は、速い速度で変化する病原体

情報を正確に把握・解析し、医療機関等関係

機関への情報還元が主体となっている。以下、

本稿では平成 22 年度(平成 22 年 4 月～平成

23 年 3 月)に病原体検査定点を受診した患者

の検体から分離・検出されたウイルスについ

て概要を報告する。

2.材料及び方法

定点となっている医療機関に受診したウイ

ルス性疾患(疑いを含む)患者から得られた咽

頭ぬぐい液、結膜ぬぐい液、糞便、髄液等を

材料とした。ウイルス分離・同定及び PCR

法を主体とした遺伝子検査は定法に従った 1)。

3.結果

初診時臨床診断別月別検査件数を表 1、臨

床診断月別ウイルス検出数を表 2、臨床診断

別ウイルス検出数を表 3 に示した。今年度の

検査件数は 223 件、検出数は 144 株、検出率

は 64.6％であった。以下、表 1 の上位 3 疾

患について概要をまとめた。

3.1. インフルエンザ

インフルエンザの検査件数は 74 件、検出

数は 64 株、検出率は 86.5％であった。内訳

は、AH1 亜型(AH1pdm2009)が 19 株、AH3

亜型が 41 株、B 型が 4 株であり、AH3 亜型

が最も多く検出された。冬季の AH1pdm2009

の検出数は平成 22 年 1 月がピークとなり、2

月まで検出された。また、AH3 亜型の検出

数のピークは AH1pdm2009 と同様であり、

検出数が 20 株と最も多く 3 月まで検出され

た。B 型は平成 21 年 11 月から平成 22 年 1

月にかけて各 1 株検出された。全国のインフ

ルエンザウイルス分離・検出報告 2) につい

て各月の状況では、AH1pdm2009 が 12 月か

ら 1 月にかけて、また AH3 亜型では

AH1pdm2009 の前後に検出報告数が多かった。

さらに B 型は平成 21 年冬季では報告数が極

めて少ない状況であった。以上から、本県の

インフルエンザの流行は AH1pdm2009 と

AH3 亜型を主とした B 型を含めた 3 種混合

であり、全国とは少し異なった流行であった

と考えられる。

3.2. 流行性角結膜炎

流行性角結膜炎の検査件数は 36 件、検出

数は 27 株、検出率は 75.0%であり、検出率

が昨年度よりも高かった。最も多く検出され

たのはアデノウイルス 37 型の 17 株であり、

他には 3 型、5 型、8 型が検出された。全国

の流行性角結膜炎患者からのウイルス検出状

況 2)では、本県と同様に 37 型が主流であっ

た。
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3.3. 感染性胃腸炎

感染性胃腸炎の検査件数は 36 件、検出数

は 21 株、検出率は 58.3％となり、検出率が

昨年度よりも少なかった。多く検出されたの

は、ノロウイルス GII 型と A 群ロタウイル

スともに 6 株であった。さらにサポウイルス

が 3 株、アデノウイルス 1・2・5・41 型、コ

クサッキーウイルス A 群 9 型、ポリオウイ

ルス 2 型が各 1 株であった。
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表 1 平成 22 年度初診時臨床診断別月別検査件数

疾 患 名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

インフルエンザ 4 7 4 10 38 9 2 74

流行性角結膜炎 3 4 2 2 4 4 3 3 5 1 3 2 36

感 染 性 胃 腸 炎 6 5 2 1 7 5 5 4 1 36

手 足 口 病 7 15 4 2 1 29

ヘルパンギーナ 1 1 4 1 1 8

無 菌 性 髄 膜 炎 1 2 1 2 1 7

流行性耳下腺炎 2 1 1 4

咽 頭 結 膜 熱 1 2 3

脳炎・脳症 1 1 2

そ の 他 1 5 1 1 1 1 4 3 1 4 2 24

合 計 13 27 22 13 9 11 19 18 23 44 17 7 223
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表 2 平成 22 年度初診時臨床診断月別ウイルス検出数

表 3 平成 22 年度初診時臨床診断別ウイルス検出数

インフル
エンザ

流行性
角結膜炎

感染性
胃腸炎

手足口病
ヘルパン
ギーナ

無菌性
髄膜炎

流行性
耳下腺炎

咽頭
結膜熱

脳炎・脳症 その他 合 計

アデノ 1 1 1 2 4

2 1 1 3 5

3 4 4

5 1 1 1 1 4

8 5 1 6

37 17 1 18

41 1 1 2

コクサッキー A2 1 1

A9 1 1

A10 1 1

エコー 11 1 1

エンテロ 71 8 1 9

ポリオ 2 1 1

ムンプス 2 2

インフルエンザ AH1pdm2009 17 2 19

AH3 40 1 41

B 3 1 4

パラインフルエンザ 1 1

ノロ GⅡ 6 6

サポ 3 3

ロタ A 6 5 11

合 計 60 27 21 11 4 2 0 1 0 18 144

ウ イ ル ス 名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

アデノ 1 3 1 4

2 3 1 1 5

3 2 1 1 4

5 1 1 1 1 4

8 1 2 2 1 6

37 2 3 1 1 3 3 2 3 18

41 1 1 2

コクサッキー A2 1 1

A9 1 1

A10 1 1

エコー 11 1 1

エンテロ 71 2 4 2 1 9

ポリオ 2 1 1

ムンプス 1 1 2

インフルエンザ AH1pdm2009 5 2 1 10 1 19

AH3 2 2 2 8 20 5 2 41

B 1 1 1 1 4

パラインフルエンザ 1 1

ノロ GⅡ 1 3 1 1 6

サポ 1 1 1 3

ロタ A 3 2 1 3 2 11

合 計 6 20 8 6 6 8 14 13 13 34 10 6 144

ウ イ ル ス 名
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